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  重点的に取り組んだ活動・内容 

項   目 実   践   状   況 

１ 実践１ 

【コロナウイルス

感染症との向き合

い方について】 

１ コロナウイルス感染症との向き合い方について 

(1) 目的 

コロナウイルス感染症の流行において，自分や身近な人が感染してし

まった時のことを考える。その時にどのように接するかについて考え，

よりよい関わり方についての意識を深め，相手や周囲のことも配慮した

言動への意識を養う。 

(2) 活動内容 

学級活動で，下記のテーマについての話合い活動を行った。 

テーマ①もしも，友だちがコロナウイルスに感染してしまったら･･･ 

②もしも，自分がコロナウイルスに感染してしまったら･･･ 

成果 

新型コロナウイルス感染症に感染した人が，周囲から責められて引っ越し

たり命を落としたりするニュース状況を自分事として捉え，生徒が自分の生

活を踏まえて，真剣に考える良い機会となった。友人の意見を聞くことで，

いろいろな考え方に触れ，自分の意見を再確認することができた。 

課題 

自分の学級に感染者や濃厚接触者が出ても，それに対して心ない言葉が聞

こえてくることはなく，登校してきたときも温かく迎え入れている様子が見

られる。新型コロナウイルス感染症への対応もその都度変化している中，こ

の雰囲気を今後も維持していくために，話合い活動のテーマや集会の内容の

改善を図る必要が考えられる。 

２ 実践２ 

【生徒総会】 

１ いじめ撲滅宣言 

(1) 目的 

いじめに関する河原子中の現状と正しい知識を共通理解し，いじめを

撲滅するためにできることを考え，生徒一人一人のいじめ撲滅への意識

を高める。 

(2) 活動内容 

生徒総会において，「いじめ撲滅宣言」を生徒全員で復唱し，何がいじ

めであるかを再確認した。 

成果 

  普段の生活を通して人との関わり方を踏まえながら，「いじめは絶対に許

さない」という意識を学校全体で再確認・共有することができた。 

課題 

  例年，生徒会の行事として「いじめ撲滅集会」を実施してきた。今年度は，

生徒総会の中で縮小しての実施となった。生徒の実態を踏まえながら，行事

の改善等を検討していきたい。 
 


